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国連と共に女性の権利の確立や生涯学習社会の建設を進めてきた日本に対






1.グ ローバ ルな課 題へ の対 応 としての 生涯学 習


























































1985年 の第4回 国際成人教育会議では 「学習権宣言」がなされたが、この
時点ではだれがこの生涯学習を保証するかまた、推進するかが明らかではな






















の10年(1976年 ～1985年)が 設けられるなど国連を中心 として世界的な動き
として展開されてきた。その後も、女性の人権の保証 と男女平等の実現を目
指 して、世界的な会議が数多 く開かれている。1995年 には、第4回 世界女性
会議において、実質的な男女平等の確立と男女共同参画社会の形成のために
「女性のエ ンパワーメントに関するアジ ェンダ(指 針)」 として 「北京宣言お
よび行動綱領」が採択された。
国連青書の 『国際連合 と女性の地位向上1945-1996』 においても、国連
が推進した目標のなかで、女性の権利を促進し、確保するキャンペーンほど、
力強 くかつ広範な指示を得た例はこれまでにないとある(3)。







た施策が進められていく。1977年 に 「国内行動計画」の策定、1985年 に女性
差別撤廃条約への批准、1987年には 「西暦2000年 にむけての新国内行動計画」
が策定された。1991年 には 「西暦2000年 に向けての新国内行動計画(第 一次
改訂)」に基づいて施策が推進され、1996年には男女共同参画推進本部によっ
て 「男女共同参画2000年 プラン」が策定された。1997年 には男女雇用機会均
等法が改正され、1999年 から施行 された。また、1999年 には男女共同参画社
会基本法が施行され、2000年 には、男女共同社会基本計画も策定された。
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や 「男女共同参画の現状 と施策」(総理府編)に 毎年報告されている実態から
も今後、ますます様々な施策や学習が進められることが必要とされていると
いうのが実情である。
皿.台 湾 にお け る男女平等 社会 の形成
台湾は地理的には沖縄本島から西南西へ約600㎞ に位置 し、国名には、以
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就学前教育の、幼稚園の教育期間は1年 ない し2年 であり、公立の幼稚園
は、多 くの場合、国民小学に付設されている。3～5歳 人口に占める幼稚園
在籍者の比率はおよそ24%(1994年)で ある。義務教育は6歳 か らの9年 間
である。台湾では義務教育は 「国民教育」 と呼ばれ、国民小学 と国民中学で











級学校に進学する生徒の比率は88%で あり、男子86%、 女子91%と 女子生徒
の方が高 くなっている(1994年)。 高級中学は半数近 くの学校 に職業学科を
付設 しており、修業年限は3年 である。高級職業学校の専門学科の在学者の
比率は、工業43%、 商業38%、 家政8%、 農業4%、 水産2%、 看護5%、
芸術0.3%(1994年)と なっている。修業年限は3年 であ り、卒業後、殆 ど
の生徒は就職するが、高級職業学校から高等教育機関に進学することもでき、
1994年 には、卒業者の16%が 進学 している。
高等教育機関には大学 と専科学校の2種 類がある。入学者は大学、専科学
校別 に行われる共通 の入学試験 によって選抜 される。高級中学卒業者の






2.高 雄 市 ・高 雄 縣 の 女 性 の 成 人 教 育 に 関 す る 活 動
台 湾 の 教 育 の概 要 をみ て 明 らか な よ うに、 台湾 にお い て は 初 等教 育 お よび
前 期 中等 に お い て は、100%に 近 い 就 学 率 を示 し、高 期 中等 教 育 まで 約9割
が 進 学 す る な ど、 非 常 に高 い教 育 の普 及 率 を示 して い る。 この教 育 の 普 及 を
前 提 に高 雄 市 及 び高 雄 懸 の 生 涯学 習 団体 お よ び生 涯 学 習 施 設 を男 女 平 等 社 会
の形 成 の 視 点 か ら考 察 して い きた い。
以 下 、5つ の 団体 及 び 生 涯学 習 施 設 を調 査 した。
高 雄 市揚 帆 女 性 協 会(Yang-fanWbmenSociety)、 高 雄 市婦 女 新 知 協 会(Kaoh-
siungWomenAwakenAssociation)、 高 雄 市 政 府社 会 局 婦 女 館(Bureauof
SocialAffairsKaohsiungCityGovernmentWomen'sCenter-WisteriaGarden),
高 雄 縣 政 府社 会 局 婦 幼 青 年館(KaohsiungCountyGovernmentBureauof
SocialAffairsWomenChildrenYouthCenter)、 高 雄 好 書 店(HerBookstore)
高雄市揚帆女性協会(Yang-fanWomenSocietyofKaohsiungCity)
高雄市揚帆女性協会は、高雄市の広山通 りか ら、1ブ ロック奥に入った2
階建ての古い建物に揚帆女性協会の看板を出 している。建物の2階 部に学習
室があ り、予定表、連絡事項を書 くボー ドや各国の文学書の入った書籍棚が
ある。室内は明るくテーブルといすがあ り会議室のようになっている。
読書により自己向上を図ることを目的としたこのグループは、新聞広告、





を、グループ全員で議論し合 う。今年度は ドイツへ行 くことも計画している。
当日、インタビューに応 じてくれたグループのメンバー-12人は、年齢38才
から48才 までの平均年齢45才 の専業主婦である。リーディング ・グループの
活動から得 られるものに関する質問に対する回答は以下4種 類に分類するこ
とができる。
①読書について:読 むことにより、多 くの世界を知 り、人生を広げること
ができる。思慮深 くなる。読書で多 くを知ることにより自分に自信がも
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てるようになる。

























ていない人 ・々によって始め られたものである。すでに1987年 以前にも表には
でない形で活動は始められていた。すなわち1985年 には台北市に台北カンガ
ルーマザーグループ(KMG)が 高雄市には高雄市揚帆女性協会であるYang-































1997年 には、文化庁に支援され第1回 全国リーディング ・グループ大会が
開催されている。この頃から、しだいにリーディング ・グループの理論と実
践方法が確立されてきたという。文化庁支援の種々の研修の中の一つ として、
国立高雄師範大学成人教育研究所 も1997年 から1998年 にかけて行われた研修
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会において、台湾南部のリーディング ・グループのリーダーの研修とこれら
リーディング ・グループのネットワーク作 りに貢献 した。国立台湾大学、国
立高雄師範大学の研究機関が リーディング ・グループの発展に重要な役割を
果たしている。























成員の78%は 女性であ り、年齢層は、31～40才 が38%、41～50才 が35 .7%と
30～40年 代が多くを占める。学歴は高卒が29.1%、 短大卒が20%で ある。また、

























などである。職員は総幹事(33歳 の女性)、 副総幹事(28歳 の女性)、 その































6.ジ ェンダー問題を研究 し、ジェンダー問題に関する講座を開き、新 し




は1999年 の相談件数123の うち半数の50%が 法律相談であり17%が 婚姻関係、
16%が 暴力となっている。2000年 の相談件数ll8に おいても1999年 同様一番
多いのは法律相談の56%で あり、暴力は19%、 婚姻関係は10%で ある。法律
相談の中の約半数は離婚に関する法律の相談が占めている。活動報告による
と演劇、シンポジウム、研修会など様々な手法で活動が行われている。活動
内容は大 きく5つ に分け られている。1.家 庭内暴力防止2.女 性の健康
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3.学 校における男女平等教育4.女 性問題や女性の環境5.個 人の成長
である。それぞれ婦女新知会の主催のほか高雄市の教育局を始め様々な団体
と共催 してお り、毎月10ま たはそれ以上の学習活動が開催されている(8)。
筆者が行った総幹事および副総幹事に対するインタビューにおいては高雄
市婦女新知協会の最近の活動の特色として以下の3点 があげられた。第1に 、

















高 雄 市 政 府 社 会 局 婦 女 館(BureauofSocialAffairsKaohsiungCity
GovernmentWomerisCenter-WisteriaGarden)
高 雄 市 政 府 社 会 局 婦 女 館 は 、 各 地域 に点 在 す る女 性 施 設 を ま とめ て 高 雄 市
の 交 通 至便 な と こ ろ に2000年8月 に建 設 され た 。 建 物 は、1階 に事 務 所 、 大
講 堂、 工 作 室 、 授 乳 室 、 コー ヒー シ ョップ 、2階 に女 性 関 係 図 書館 、 技 術 工
芸 室、 展 示 室 、 会 議 室 、 コ ン ピ ュー ター 室 、研 修 室 、 地 階 に音 楽 室 、 視 聴 覚
















54人 のヴォランティアがお り、彼女たちは少なくとも1週 間に3時 間、ヴォ
ランティア活動をする。ヴォランティアの3分 の1は 専業主婦であり、残 り
3分 の1は 職業を持っている。5分 の4は ヴォランティアをこの施設でする
のが初めてという人たちである。施設はヴォランティア養成コースを作 りヴォ
ランティアを育て上げている。










高 雄 縣 政 府社 会 局婦 幼 青 年 館(KaohsiungCountyGovernmentBureau
ofSocialAffairsWomenChildrenYouthCenter)
高 雄 市 か ら車 で40分 ほ どの高 雄 縣 政 府社 会 局婦 女 青 年 館 は、 高 雄縣 鳳 山市
89
佛教大学教育学部学会紀要 第2号



















































































IV.台 湾 にお け る男女平 等社 会形成 の動 き
1.男 女平等教 育推進 への改革
国立清華大学謝小苓教授の論文 「台湾的性別教育 一 回顧興前瞻一」(台湾











高校の教科書をジェンダーの観点から検証 し、多 くの問題点を指摘 し、『両
性平等教育』を出版している。その後、1989年 に清華大学に 「両性社会研究
室」が設立された。1990年 に入ってからは、1992年 に高雄医学院に 「両性研
究室」、継台大学に 「婦女研究室」、和清大学に 「両性社会研究室」が作 られ
るなど、多 くの高等教育機関に女性学や男女平等社会を研究する研究室や、
研究課程が作られていく。その後も1994年 に台湾大学 「域郷所性別 ・空間(歴
史)研 究室」、1995年 に中央大学 厂性別研究室」、1996年 に成功大学 「婦女両


















プ3.研 究、資料収集、評価に関するグループ4.報 告 とコンピューター












































募集試験の参加者が毎年10万 以上おり、96年 に大学を卒業した者は7万 人い
ることをあげ、高等教育機関への進学熱の高さを指摘 している。また大学院


































子86%と 女子生徒の方が高 くなっている(1994年)。 洪郁如は、95年 の台湾












はなく、主婦のパー ト就業 も少ない。ほとんどが正社員か経営者(自 営業)
ということになる。洪郁如は、女性が結婚後も働 くのは、家計の維持 として
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第3に 、男性(夫 ・恋人)に 期待されるものが、「優 しさ」「面倒見がよい
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